
熊本県立矢部高等学校 〒861-3515
上益城郡山都町城平954番地
電話：72-0024　fax：73-1030

SDGs未来都市山都町

　昨年度、住民の皆様にご協力いただき、本町が 2030年までに達成す
べき SDGs 基本目標を策定しました。（ワークショップへの参加者は延
べ 139人）
　今年度は、目標の達成に向けて住民や地域、企業・団体等への周知を
図るため、自治振興区巡回説明会や出前講座の開催を予定しています。
皆様の参加をよろしくお願いいたします。

　12月から各家庭や飲食店、小中学校で生ごみの堆肥化にご協力い
ただいています。シニアクラブの活動に活用するため、２月末から
順次できた堆肥を提供していただいています。今年度もモニターを
追加募集し継続して取り組むこととしていますので、ご協力の程よ
ろしくお願いします。
《現在のモニター参加者》　　
◆一般家庭　118世帯　  ◆飲食店　18団体　  ◆小中学校　6校

SDGs 未来都市『山都町がつくる持続可能な世界』

問合 山の都創造課　☎72-1158

矢部高校ホームページでは学校生活の様子を随時更新しています。また、Facebook、Twitter、Instagramも是非ご覧ください。
矢部高校ホームページ　http:/sh.higo.ed.jp/yabesh/　　Facebook@yabe.highschool
　　　　　　　　　　　Twitter @yabehighschool　　　Instagram:@yabe_highschool

　３月１日、新型コロナウイルス感染防止を考慮した形での卒業
式が行われ、保護者や教職員に見守られ、通い慣れた学び舎を
41名の卒業生が巣立っていきました。式では真田校長より「一
人ひとりが自分のいる場所で、自らが光となり周りを照らしてい
くことこそ私たちの本来の役目である。この言葉を人生の羅針盤
にしてください。」と式辞がありました。また、在校生を代表し
て生徒会長の増田怜奈さんが「時に厳しさを増すその航海の中で
不安になったりくじけそうになるときがあるかもしれませんが、
そんなときは、矢部高校で出会った友人や先生方、後輩からのエー
ルを思い出して力強く進んでいってください」と送辞を述べまし
た。その後卒業生代表の岸本怜旺さんが「迫りくる変化の波の中
でも、全力で高校生活を楽しみ、皆さんにとって特別な時間にし
てください。これからの活躍を期待しています」と答辞を述べま
した。今後の飛躍を期待します。

　平成 27年度から姉妹校提携を結んでいる、台湾の国
立臺北科技大學付属桃園農工高級中等学校からおよそ
30名の職員・生徒の皆さんが矢部高校に来校されまし
た。歓迎行事の後、熊本大学教育学部の田口浩継教授
をお招きし、「SDGs につながる木の不思議・木の魅力」
というテーマでセミナーを開催し、その後プレゼント
交換やビンゴゲーム、学校案内を行い親睦を深めまし
た。ランチタイムには会場に多くの矢部高生が駆けつ
け、初対面の相手とも英語、日本語、中国語を交えて
楽しそうに親交を深めていました。

　今年、ようやく販売会が実施できます。ピーマン、
トマト、ナス、キュウリなど、夏野菜の苗を販売します。
現在、苗販売に向けて準備をすすめています。当日は、
苗販売が初めての生徒達で対応しますので、不十分な
点もあると思いますが、心を込めて接客します。ご来
校お待ちしております。

３年間皆勤賞
食農科学科　梅田 卓実さん（清和）・大谷 勇賀さん（矢部）
　　　　　　阪本 莉奈さん（矢部）・宮尾 渉さん（嘉島）
林業科学科　岸本 怜旺さん（大阪青山台）
　　　　　　竹岡 風馬さん（五ヶ瀬）
普通科　ビジネス類型　水田 龍さん（矢部）
普通科　進学類型　　　光永 佳英さん（矢部）

卒業式　～コロナ禍を乗り越えて 41名の旅立ち～

桃園農工来校！

「春の苗販売会」実施します！
４月25日（火） 10時～12時，14時～15時

　　　山都町 SDGs 2030 年基本目標を策定しました

　　　生ごみの堆肥化にご協力いただいています

目標１　山都町の魅力を活かしたまちになる
　①　山都町らしい農業が成長し続けるまちをつくる
　②　人・自然・伝統芸能などに魅了され訪れたくなるまちをつくる
　③　受け継がれてきた食文化をつなぎ、循環するまちをつくる

《山都町 SDGs 2030 年基本目標》
山都町が実現する３つの未来

目標２　住み続けられるまちになる
　①　山都町の魅力を語る子どもたちが育つまちをつくる
　②　高齢者が生きがいを持って元気に活躍するまちをつくる
　③　地域や集落の住民が安心して住み続けられるまちをつくる
　④　多様な個性を認め合い共生のまちをつくる

目標３　資源を大切に活用できるまちになる
　①　自然エネルギーを活用したエコなまちをつくる
　②　ごみのリサイクル利用など資源を大切にするまちをつくる
　③　適切な森林の管理・活用により、生命・土・水を守るまちをつくる
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